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現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

①対象エリア：浜通り地域
　 私たちは福島県福島市に拠点がある企業

であり、南相馬市にも開発センターを設
けました。東日本大震災は私たちにとっ
ても大変ショッキングな出来事であり、
それによって起こった被害、困難を克服

するために、当社のロボティクス技術をフルに活用す
ることが我々の使命です。
②連携、協力：ドローンは今後社会的な役割をになって
いくために、単なるホビーから工業製品へとステップアッ
プしなければなりません。それには私たちだけではでき
ないことも多く、浜通りの企業がこれまでに培ってきた技
術、知恵が必要です。ぜひ、協力いただいて、浜通りか
らグローバルな技術、製品が生まれることを望みます。

イームズロボティクス株式会社
代表取締役
辺見俊彦

■ センサー信号によるドローンの
自動離陸

■ ドローン搭載カメラによる画像
認証でイノシシを自動追尾

■ ドローン搭載カメラによる温度
感知自動追尾システム

■ ドローン自動飛行で画像認識に
よる高精度着陸

■地上車両（UGV）の高精度走行

　イノシシ追払いドローンの組立は、今
回共同で実証事業を行ったワインデング
福島（南相馬市）にお願いする予定です。
住民の避難指示解除地域は徐々に増えて
きていますが、まだまだ住民が入れない
帰還困難区域は浪江町、双葉町、大熊町、
富岡町など広い区域になっています。こ
れらの区域にはやはり野生のイノシシが
横行していると考えられ、解除地域が増
えても追払いできないと、住民が安心し
て帰還できません。町の復興は人々が安
心して暮らせる環境が必須です。

　実際イノシシを追い払うドローンは軸径が
40㎝程度の小型で十分です。また、現状では
PC のソフトに飛行ルートを書き込み、飛行禁
止区域を設定するなどのスキルが必要ですが、
それをすべてタブレット操作で、追払いの設定
ができるようにします。平成 32 年度には自動
でイノシシを追い払う商品として販売し、初年
度 100 セットを目標とします。

　最近、ドローンによる鳥害獣の生息調査が各地で行われていますが、
野生のイノシシに直接ドローンを飛行させ、追払いを確認したのは当
社だけです。50 回以上になるその様子は動画にして YouTube に公開
しています。特に大音響を流したり、光を放つなどをせず、ただドロー
ンが近づく試験を 50 回以上実施し、すべてイノシシは逃げました。
https://www.youtube.com/watch?v=-nSXUHQUrVo&t=4s
　また、センサーがイノシシを感知したら、ドローンは自動発進し画
像認証でイノシシを追尾して追払い、自動で発進場所に戻る、とすべ
て無人での飛行を実証しました。この技術はセキュリティ分野にも重
要な貢献ができます。

　東日本大震災による福島第一原発の事故で放
射性物質が拡散し、浜通りでは原子炉から 20㎞
～ 30㎞の住民約 10 万人が避難を余儀なくされ
ました。無人の街には野生のイノシシが増加、人
家内部にも侵入しました。避難勧告が徐々に解
除された地区に住民が帰還するためには、徘徊
するイノシシを追い払わなければなりません。私
たちはドローンによる追払いを提案しました。

ドローンおよび無人地上車輌による害獣対策と
物資輸送サポート技術の開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、浪江町

　私たちはドローンを含めたすべての製品とソリューション提案によって「人間には危険な仕事」「人間に負担が
重い仕事」「多くの人間、時間を必要とする仕事」を、ロボティクス技術に置き換えていきます。
　これからの日本は過疎化、高齢化が社会的に深刻な問題となっていきます。輝かしい未来を創成するため、社
会が必要とする高度な道具を提供するソーシャル・ロボティクス企業を目指します。

イームズロボティクス㍿   、有限会社   ワインデング福島04
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　UAS の開発・運用は、徐々に実
用化の目処が立ってきました。課
題は残っていますが、まずは実用
化してみようと思う技術者達の情
熱が、実用化への扉を開き始めた
ところです。ロボット技術はこれ

からの組み込み製品の根幹となるものですが、そ
の技術範囲は広く、一社で全てを賄っていくこと
は困難です。少量多品種のカスタム部品作成、ソ
フトウェアの開発とテスト、さらに過酷な運用現
場でのフィールドテストと信頼性評価など、さま
ざまな技術を必要としています。ロボット技術の
発展による浜通り地域の復興に向けて、是非、ご
協力をお願いいたします。

アルパイン株式会社
青柳茂夫

　これまでに送電インフラ点検業務に適用し
た、電線の自動撮影を行う機体システムおよ
び以下ソフトウェアを開発しました。
■ 被検査物の検出を行い撮影する機器および

ソフトウェア
■ 構造物を含む 3 次元地図上で、フライトプラン

を生成する地図アプリケーションソフトウェア
■ 地上で自動飛行遠隔管理を行う地上局ソフ

トウェア
　本ソフトウェアを搭載した商品開発を実施
しており、予定通り 2019 年度に実業務に適
用し実用化される見込みです。
　今後は継続的に機能の高度化を行うと共に、
他インフラ点検への適用を予定しています。

　本活動は、福島ロボットテスト
フィールドの活用や、福島県で推
進する風力発電における点検事業
への展開などが考えられ、福島県
の目指す、ロボット産業や、風力
発電関連産業の一端を担える可能
性があります。
　これらを目的としたインフラ自
動点検システム機器の開発・製造、
および販売を、浜通り地区で実施
することで、雇用創出を行うと共
に、浜通り地区の活性化に貢献で
きると考えています。

　インフラ自動点検システムとして 2019 年中
の実用化・事業化を予定しています。
　最初の点検対象として、需要の多い送電イン
フラ設備（電線）点検機器・サービス事業を実
用化し、2020 年までに、４億円程度の事業規
模を目指しています。また並行して点検対象を
風力発電などに拡大することで、事業の横展開
を目指します。

　UAS の自動・自律航行の実現により、無視界、遠距離でも、安全な
点検を行うことができます。

① 構造物を含む 3 次元地図を利用した、自動フライトプラン生成
　構造物を地図上で管理を行い、被検査物を指定すれば、自動でフラ
イトプランを生成します。

②被検査物の自動飛行・撮影
　機体に搭載したセンサー機器及びプログラムにより、被検査物を検
出、距離・方向を認知し、機体位置、及びカメラ方向の制御を行うことで、
高解像度で撮影を行うことができます。

③地上からの飛行管理
　機体との無線通信により、計器・工程の確認、飛行時間・距離の管理、
撮影画像の確認を行うと共に、フェールセーフのための緊急動作指示
などが可能です。

　送電インフラなどの点検ニーズに対し、従来
の UAS による点検においては、安全等への配
慮から、有視界による遠隔手動操作が基本で、
精密な飛行・作業には限界があり、また飛行・
作業を行うためには、限られた熟練操縦者が必
要になることから、誰でも安全に点検を容易に
行うことのできる UAS が望まれています。

マルチコプター型UAV自動航行システムの開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　インフラ点検等の商用活動への適用を目的とした、マルチコプターUAV(Unmaned aerial vehicle) 自動航行シス
テムの開発。
　構造物を含む 3次元地図を利用した、自動フライトプラン生成や、被検査物の自動飛行・撮影、また無線で地
上での飛行管理により、誰でも安全な点検を行えるUAV システム ( 以下 UAS) を開発しています。

アルパイン株式会社
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




